


に、P3レベルの動物感染実験ができる「感染区」があり、ここで遺伝子組換えウイルス 等の動物への感染

実験を行っている。 DNAシークエンサー、レーザー 共焦点顕微鏡などは自然科学研究開発支援センタ ー

のものを使用している。
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固1パラミクソウイルスの人工合成
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ゲノムRNAとN,P,Lタンパク質を培養細胞内で合成する
と、自己増殖するウイルスが生成する

研究の内容

(1)パラミクソウイルスのアクセサリ ータンパク質(C, V)の機

能：自然免疫から逃れる分子機構

パラミクソウイルスのアクセサリータンパク質である C,V

と呼ばれるタンパク質は、それ自体は増殖に必須ではないも

のの、これが存在することでウイルス増殖の効率を上げ、病

原性を増強する。この研究の 一 環として、インタ ーフェロンの

シグナル伝達に重要な転写因子STA T1と Cタンパク質の結

合複合体を結晶化して立体構造を決定した（図2)。これによ

って、Cタンパク質がSTAT7の機能を阻害して、ウイルスに

対する自然免疫のインタ ーフェロン系を無力化する分子機

構を明らかにした（図3)。インタ ーフェロンが仮に分泌されて

も、センダイウイルスはその影響を受けず、増殖することがで

きる。

(2)ウイルスRNA合成の機構

囮2 STAT1 N末端ドメインとCタンパク質
(C末端側Y3)複合体の立体構造

ウイルス感染によって、通常は存在しない異常なRNA , DNA が生じると、RIG-I, MDA5, cGAS, Stingなどの

細胞内受容体を介して、ウイルス感染を感知する。ウイルスとしては異常なRNA を作らないようにする、

あるいは細胞内受容体から隠すというステルス機能で感知されないようにしている。センダイウイルスで

は、Cタンパク質がポリメラー ゼLタンパク質と相互作用して、異常なRNA合成を最小化するようにRNA
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